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朝日新聞東京本社　メディアビジネス局

# 広告しようぜ

◉企画の概要と選定理由
１０月２０日の新聞広告の日にあわせ、広告主や広告制作者、読者に新聞
広告の面白さを体感してもらう企画を展開した。広告主６社の企業活動に
沿ったテーマの新聞広告を新聞と特設サイトで募集し、審査で選ばれた作
品を紙面に掲載した。応募作品の一部を審査前に特設サイト上で公開し、
広告制作を通じて広告主の課題について議論が生まれることを最大の目的と
して追求した。ＳＮＳを中心に大きな反響を呼び、５０００を超える応募の中か
ら選ばれた入賞作品はいずれも質が高く、広告主からは高い評価を得た。
読者に新聞広告の存在感をアピールするとともに、広告主に新聞広告のメ
リットを伝えた広告企画として高く評価された。

◉広告主	 ――――――――――――オージー・ビーフ（MLA 豪州食肉家畜生産者事
業団）、サイバーエージェント、ジンズ、水 ing、
ソーダストリーム、パーソルホールディングス

◉掲載状況	 ―――――――――2020 年 10 月 20日、12 月 29日 / 全 15 段、
全 5段、雑報、カラー

◉広告活動	 ―――――――――特設サイト
◉企画	―――――――――――――――The	Breakthrough	Company	GO、朝日新聞

社メディアビジネス局
◉制作	―――――――――――――――The	Breakthrough	Company	GO、米、AID-

DCC、アドレイ
◉扱い	―――――――――――――――電通、朝日広告社

◉企画の概要と選定理由
天然水の商品名「い･ろ･は･す」と人気ライトノベル「やはり俺の青春ラブ
コメはまちがっている。」のヒロイン「一色いろは」の愛称が同じであること
に着目し、新聞広告を起点にＳＮＳで拡散させるコラボレーション企画を展開
した。６か所の水源を背景にヒロインが登場する６種類の新聞広告を制作し、
ヒロインの誕生日に販売エリアに応じて切り替えて掲載した。公式サイトで全
ての広告を書き下ろしのストーリーとあわせて公開するとともに、原作者が企
画の告知をツイートすることで、掲載から２日間で３８５１万人に拡散、商品ブ
ランディングに大きく貢献した。質の高いコンテンツとＳＮＳの機能をうまく組み
合わせ、クライアントの商品ターゲットである若年層への到達に成功した企画
力が高く評価された。

◉広告主	 ――――――――――――日本コカ・コーラ
◉掲載状況	 ―――――――――2021 年 4月 16日 / 全 15 段、カラー
◉広告活動	 ―――――――――特設ページ、ツイッター
◉企画・制作	―――――――博報堂、YOMIURI	BRAND	STUDIO（協力：小

学館ガガガ文庫編集部）
◉制作	―――――――――――――――YOMIURI	BRAND	STUDIO、ワークアップたき
◉扱い	―――――――――――――――電通

読売新聞東京本社　広告局

「い･ろ･は･す」×「やはり俺の青春ラブコメはまちがっている。」タイアップ

北海道

富山県・砺波

岩手県・奥羽山脈

山梨県・白州

熊本県・阿蘇鳥取県・大山
特設ページ
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◉企画の概要と選定理由
男女格差を測る「ジェンダー・ギャップ指数」がＯＥＣＤ（経済協力開発機
構）加盟国中最下位となった日本の現状を受け、ジェンダー平等と多様性
を経営視点で捉え、企業の経営戦略に寄与するプロジェクトを発足させた。
固定観念や思い込みが女性の生き方の選択肢を狭めていることに、新聞広
告で警鐘を鳴らすとともに、イベントやセミナーを通して先進企業の取り組み
を紹介した。ステレオタイプにより発せられた言葉を募集し、それらを書籍化
した「＃駄言辞典」は、身近に潜む偏見を顕在化させ、ＳＮＳで話題になっ
た。多くの読者に社会問題を認識させ行動変容を促すなど、新聞社の社
会的機能を生かした広告活動として高く評価された。

◉広告主	 ――――――――――――アフラック生命保険、MS&AD	インシュアランス	グ
ループ	ホールディングス、大和証券グループ、東京
海上日動火災保険、東京センチュリー、マネックス証
券ほか

◉掲載状況	 ―――――――――2020年5月15日、7月29日、9月4日、11月
27日、2021年3月8日、5月14日/各15段、
カラー、モノクロ

◉広告活動	 ―――――――――イベント（ジェンダーギャップ会議）、インターネット、
ツイッター、書籍「＃駄言辞典（だげんじてん）（日
経xwoman編）」

◉企画	―――――――――――――――日本経済新聞社、日経BP
◉制作	―――――――――――――――電通	（NIKKEI	UNSTEREOTYPE	ACTION）

日本経済新聞社　メディアビジネス

日経ウーマンエンパワーメントプロジェクト

◉企画の概要と選定理由
東日本大震災と福島第一原発事故から１０年を迎える節目に、震災・事故
の経験や教訓を伝えるキャンペーンを展開した。震災当時から現在までの子
どもたちの体験をモチーフにした物語「きぼうのとり」を２４ページの別刷り
特集として発行、その内容を絵本にまとめ、県内の小学校と公立図書館に
寄贈した。広告特集や絵本は小学校だけでなく、幼稚園や高校でも教材と
して活用されるとともに、趣旨に賛同した企業・団体と連携して絵本の原画
展やオンラインによる読み聞かせ会を開催するなど、県内外に取り組みの輪
を広げた。震災・事故の風化という喫緊の課題に対し、地元新聞社のネッ
トワークと企画力で応えた広告活動として高く評価された。

◉広告主	 ――――――――――――福島県、佐洋運輸、こくみん共済coop、ヨークベ
ニマル、ニラク、リオン・ドールコーポレーション、
日本たばこ産業、富士通、クリフ、日和田ショッピン
グモールなど79社

◉掲載状況	 ―――――――――2020年10月20日/別刷り（24ページ）、カ
ラー

◉広告活動	 ―――――――――絵本（B4判変型サイズ32ページ）、県内すべての
小学校、公立図書館と首都圏の小学校等に献本、
ホームページ、動画絵本（日本語・英語版）、読み聞
かせ会・朗読会（オンライン・オフライン）、原画展

◉企画	―――――――――――――――福島民報社広告局
◉制作	―――――――――――――――デンヤ・クリエイティブ・ワークス、みず文庫

東日本大震災から10年目、震災の記憶を伝える
「次世代につなぐ震災からの学び」

～次世代の子どもたちへ震災の記憶を絵本で伝えるキャンペーン～

福島民報社　広告局
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◉企画の概要と選定理由
広島への原爆投下から７５年が経過し、戦争や被爆の記憶が薄れていく中、

「フォトグラメトリ（写真測量法）」を活用し、「平和への想い」を継承する
プロジェクトを立ち上げた。世界遺産の原爆ドームをあらゆる方向から撮影
し、外観や内部を精密な３Ｄデータで再現、平和学習や修学旅行生向けの
デジタルコンテンツとして、教育現場で活用されることになった。広島ゆかり
のスポーツ選手からメッセージを集め、被爆建物の当時と現在の姿を対比さ
せたシリーズ広告で、平和への想いをつないだ。新聞広告とデジタル技術
を活用し、戦争・被爆体験を後世に伝える活動は、広告企画の枠にとどま
らない新聞社の先進的な取り組みとして高く評価された。

◉広報主―――――――――――――青山商事、イオン、住友生命、中国電力、広島銀
行、マツダなど52社

◉掲載状況	――――――――――2020年 8月 5日、8月 6日、8月 15日、9月
26日、10月 22日、12月 28日、2021年 3月
28日 /二連版全 30段、全 15段、二連版全5
段、全 5段、カラー

◉広告活動	――――――――――原爆ドーム3Dデータの作成、被爆75年プロジェ
クトウェブサイト（2021年 8月 5日オープン）、
広島にゆかりのあるスポーツ選手からの平和を願う
メッセージ展示（広島そごう、2020年 8月 6日～
31日）

◉企画	 ―――――――――――――――中国新聞社地域ビジネス局
◉制作	 ―――――――――――――――eje、茶の間ミュージック・ラボ、スタジオ	オレン

ジ、ニューズアンドコミュニケーションズ

◉企画の概要と選定理由
新型ウイルス感染拡大により新潟県内各地の花火大会が軒並み中止となる
中、医療従事者への感謝と明日への希望を託した花火を７か所リレー式で
打ち上げた。花火玉を購入するためのクラウドファンディングを実施し、前年
大会の写真や関係者、県民の花火への思いで構成した新聞広告や、特
設サイト、ＳＮＳを通じて広く県内外に参加を呼び掛け、目標を上回る資金を
調達した。打ち上げ当日は動画配信サイトやケーブルテレビで中継し、視聴
者から大きな反響を得た。地域に漂う閉塞感を打ち破り、ウイルスに立ち向
かう県民の一体感を醸成した広告企画として高く評価された。

◉広報主―――――――――――――新潟県内の企業・団体など81社・団体
◉掲載状況	――――――――――2020年 7月 24日、7月 25日、7月 26日、7

月 27日、8月 1日、8月 9日、9月 26日、9月
27日、10月 11日／ラッピング全60段、二連版
全30段、全 15段、カラー

◉広告活動	――――――――――県内7か所での花火打ち上げ、ユーチューブによ
る花火打ち上げライブ配信番組放映、特設サイト・
SNS、テレビ・ラジオCM

◉企画	 ―――――――――――――――新潟日報社
◉制作	 ―――――――――――――――ストライク

新潟日報社　ビジネス局

「にいがた	希望の花火」打ち上げプロジェクト
中国新聞社　地域ビジネス局

―被爆75年プロジェクト―　あの日から現在、そして未来へ
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